
 

   

 
兵庫県佐用町 

ひと まち 自然がきらめく 共生の郷 佐用 

 

  記者発表（資料配布） （本紙を含め２枚） 

月／日（曜日） 担当部署名 電話番号 発表者名 

平成26年1月31日(金)

午後 1時 30 分 

商工観光課 

商工振興室 
0790-82-0670 

室長 真岡伯好 

（主事 本種浩茂） 

 

シカやイノシシなどの狩猟肉を観光資源としてどういかすか 

「ジビエ・食と観光のシンポジウム」を開催 

 

佐用町では、シカやイノシシによる農林業への被害が年々増加し、平成23年度の町被害額は５千万円以

上に上ります。 

このたび、しかコロッケなどシカ肉を有効活用し、町のピーアールにつなげようと活動する佐用町商工会

青年部が設立した「合同会社・佐用鹿青年部」が、「ジビエ（狩猟肉）」をテーマに観光資源開発を考えるシ

ンポジウムを開催しますので、お知らせします。

記 

 

１． 日時 

平成 26 年 2 月 18 日（火） 午後１時 30 分～ 

 

２． 場所 

さよう文化情報センター 

 

３． 主な内容 

・基調講演「観光誘客資源としてのジビエの可能性（仮）」 

  日本ジビエ振興協議会顧問・ＪＴＢ常務取締役 久保田 穣さん 

・ジビエを活用した料理の試食会 

・兵庫県、岡山県、鳥取県の鳥獣被害対策とジビエに関する取り組みを発表 

・パネルセッション 

  テーマ「“食と観光” 資源としてのジビエの可能性を探る」 

  パネラー：佐用鹿青年部 北村広樹さん ほか５人 

 

４． その他 

・入場無料 

 

５． 主催・共催・協力 

主催：合同会社 佐用鹿青年部 

共催：佐用町・佐用町商工会 

協力：観光庁・日本ジビエ振興協議会 


